
(57)【要約】

【課題】右きき又は左ききの歯科医の業務及び二手使用

又は四手使用の歯科医の業務において業務モード間の切

り替えを可能にして効率を高めた備取付けシステムを提

供する。

【解決手段】例えば、右側使用又は左側使用、右きき又

は左ききの開業医による使用、種々の歯科医業務スタイ

ルでの使用を含む使用に適するよう歯科用椅子１１を配

列し直して適合させるシステム１０が提供される。この

システムは、リンクアーム１８、一次アーム２０及び二

次アーム２２を含む。リンクアームは歯科用椅子の後部

側に枢着することができる。一次アームは、ほぼ水平面

内でほぼ垂直軸の回りに揺動するようリンクアームに枢

着することができる。二次アームは好適には実質上同じ

軸に沿って、リンクアームに連結可能である。二次アー

ムは複数の枢着されたセグメント２９，３７，３８，４

０をもち、その遠位端を所望に応じて位置決めさせるよ

うになっている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
歯 科 用 椅 子 の 後 部 に 旋 回 可 能 に 取 り 付 け る た め の リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト と 、 リ ン ク ア ー
ム セ グ メ ン ト に 連 結 さ れ た 第 １ セ グ メ ン ト と 、 実 質 上 垂 直 の ピ ボ ッ ト 軸 で 第 １ セ グ メ ン ト
に 枢 着 さ れ た 第 ２ セ グ メ ン ト と 、 実 質 上 水 平 の ピ ボ ッ ト 軸 で 第 ２ セ グ メ ン ト に 枢 着 さ れ た
第 ３ セ グ メ ン ト と 、 第 ３ セ グ メ ン ト に 枢 着 さ れ た 終 端 セ グ メ ン ト と を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 歯 科 用 椅 子 の た め の 多 ‐ セ グ メ ン ト 構 成 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
歯 科 用 椅 子 の 後 部 に 旋 回 可 能 に 取 り 付 け る た め の リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト と 、 リ ン ク ア ー
ム セ グ メ ン ト に 連 結 さ れ た 第 １ セ グ メ ン ト と 、 実 質 上 垂 直 の ピ ボ ッ ト 軸 で 第 １ セ グ メ ン ト
に 枢 着 さ れ た 第 ２ セ グ メ ン ト と 、 実 質 上 水 平 の ピ ボ ッ ト 軸 で 第 ２ セ グ メ ン ト に 枢 着 さ れ た
第 ３ の セ グ メ ン ト と 、 実 質 上 水 平 の ピ ボ ッ ト 軸 で 第 ３ セ グ メ ン ト に 枢 着 さ れ た 第 ４ セ グ メ
ン ト と 、 第 ４ セ グ メ ン ト に 枢 着 さ れ た 終 端 セ グ メ ン ト と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 歯 科 用 椅
子 の た め の 多 ‐ セ グ メ ン ト 構 成 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ セ グ メ ン ト が リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト の 遠 位 端 で リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト に 連 結 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
第 ２ セ グ メ ン ト は 第 １ セ グ メ ン ト の 遠 位 端 で 第 １ セ グ メ ン ト に 枢 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
第 ３ セ グ メ ン ト は 第 ２ セ グ メ ン ト の 遠 位 端 で 第 ２ セ グ メ ン ト に 枢 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ 】
第 ４ 組 立 体 は 第 ３ セ グ メ ン ト の 遠 位 端 で 第 ３ セ グ メ ン ト に 枢 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ７ 】
第 １ セ グ メ ン ト は 第 ２ セ グ メ ン ト の ヒ ン ジ 継 ぎ 手 分 離 部 分 を 含 み 、 そ し て 上 記 部 分 が 実 質
上 水 平 の ピ ボ ッ ト 軸 の 回 り で 互 い に 相 対 的 に 旋 回 で き る よ う に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ８ 】
リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト が 実 質 上 水 平 の 平 面 内 で 旋 回 す る よ う 配 列 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ９ 】
第 １ セ グ メ ン ト が 固 定 し た 連 結 部 に よ っ て リ ン ク ア ー ム に 連 結 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
第 １ セ グ メ ン ト は リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト に 枢 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２
に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
実 質 上 垂 直 の ピ ボ ッ ト 軸 で リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト に 枢 着 さ れ る 一 次 ア ー ム を 更 に 含 む こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
第 １ セ グ メ ン ト は リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト の 上 面 に 連 結 さ れ そ し て リ ン ク ア ー ム と 一 次 ア
ー ム の 平 面 の 上 方 で 片 も ち 梁 状 に 支 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の ア
ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
少 な く と も 第 ３ の セ グ メ ン ト が 平 行 四 辺 形 支 持 構 造 を 備 え 、 こ の 平 行 四 辺 形 支 持 構 造 は 第
３ セ グ メ ン ト の 動 き に 予 定 の 抵 抗 力 を 与 え 、 そ れ に よ っ て 終 端 セ グ メ ン ト が 選 択 的 に ス ペ
ー ス 内 の 選 択 位 置 へ 動 か さ れ そ し て そ の 選 択 位 置 で 所 定 位 置 に 保 持 さ れ る よ う に な す こ と

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-169093 A 2005.6.30



を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
少 な く と も 第 ３ と 第 ４ の セ グ メ ン ト が 夫 々 平 行 四 辺 形 支 持 構 造 を 備 え 、 こ の 支 持 構 造 が 夫
々 の セ グ メ ン ト の 動 き に 予 定 の 抵 抗 力 を 与 え 、 そ れ に よ っ て 終 端 セ グ メ ン ト が 選 択 的 に ス
ペ ー ス 内 の 選 択 位 置 へ 動 か さ れ そ し て そ の 選 択 位 置 で 所 定 位 置 に 保 持 さ れ る よ う に な す こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
少 な く と も ｌ つ の セ グ メ ン ト が 導 管 を 通 す こ と が で き る 開 放 し た 内 部 区 域 を も つ こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ６ 】
少 な く と も リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト と 第 ２ セ グ メ ン ト と 第 ３ セ グ メ ン ト は 導 管 を 通 す こ と
が で き る お 互 い に 連 通 し て い る 開 放 し た 内 部 区 域 を も ち 、 リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト と 第 ３
セ グ メ ン ト の 開 放 し た 内 部 区 域 は 夫 々 リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト と 第 ３ セ グ メ ン ト の 閉 じ た
横 断 面 内 に 限 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
第 １ と 第 ２ と 終 端 の セ グ メ ン ト の う ち の １ つ に 連 結 さ れ た 多 ‐ 機 能 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト を 更
に 含 み 、 上 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 上 記 セ グ メ ン ト の う ち の 少 な く と も １ つ を 通 し て 延 び る 配 線
を も つ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ８ 】
電 子 制 御 ユ ニ ッ ト は 終 端 セ グ メ ン ト に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載
の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ９ 】
電 子 制 御 ユ ニ ッ ト は 終 端 セ グ メ ン ト に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ７ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
終 端 セ グ メ ン ト に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 少 な く と も １ つ の 工 具 ホ ル ダ ー を 更 に 含 む こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ １ 】
ア ー ム 組 立 体 は 他 の セ グ メ ン ト の 位 置 に 関 係 な く 実 質 上 水 平 の 位 置 に 終 端 セ グ メ ン ト を 維
持 す る よ う 配 列 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
第 １ と 第 ２ と 第 ３ の セ グ メ ン ト の う ち の 少 な く と も １ つ は そ の 夫 々 の ピ ボ ッ ト 軸 の 回 り の
標 準 の 回 動 の 予 定 の 標 準 の 範 囲 を も ち 、 か つ 上 記 少 な く と も １ つ の セ グ メ ン ト に 損 傷 を 与
え る こ と な く 上 記 予 定 の 標 準 の 範 囲 を 越 え た 過 剰 の 回 動 を 許 す よ う 配 列 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
マ ニ ホ ル ド を 通 過 す る 導 管 を 予 定 位 置 に 維 持 す る 第 １ セ グ メ ン ト の 外 面 に 連 結 さ れ た マ ニ
ホ ル ド を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア ー ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
マ ニ ホ ル ド が 第 １ セ グ メ ン ト に 枢 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の ア ー
ム 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
椅 子 シ ス テ ム が 、 椅 子 部 分 を 連 結 す る こ と が で き る 高 さ 調 節 可 能 の 支 持 体 を も つ ベ ー ス を
含 ん で お り 、 上 記 支 持 体 は 後 部 側 と 長 手 方 向 軸 を も っ て お り 、 更 に 上 記 椅 子 シ ス テ ム が 、
遠 位 端 と 近 位 端 を も つ リ ン ク ア ー ム を 含 ん で お り 、 上 記 近 位 端 は 後 部 側 に 隣 接 し た 上 記 組
立 体 に 枢 着 さ れ て い て 、 リ ン ク ア ー ム が 実 質 上 垂 直 の リ ン ク ア ー ム ピ ボ ッ ト 軸 の 回 り で 長
手 方 向 軸 の 両 側 に 旋 回 す る こ と が で き る よ う に な っ て お り 、 更 に 上 記 椅 子 シ ス テ ム が 、 実
質 上 垂 直 の 軸 の 回 り で リ ン ク ア ー ム に 対 し て 旋 回 す る よ う リ ン ク ア ー ム に 枢 着 さ れ た 一 次
支 持 ア ー ム と 、 実 質 上 垂 直 の 軸 に 沿 っ て リ ン ク ア ー ム に 連 結 さ れ た 二 次 支 持 ア ー ム を 含 み
、 上 記 一 次 と 二 次 の 支 持 ア ー ム は 重 量 を 支 持 す る よ う に そ し て お 互 い に 対 し て 及 び リ ン ク
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ア ー ム に 対 し て 動 か さ れ る よ う に 適 合 さ せ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 椅 子 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
一 次 支 持 ア ー ム に 固 定 さ れ た 直 立 マ ス ト を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の
椅 子 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
マ ス ト 上 に 枢 着 さ れ た か つ 一 次 支 持 ア ー ム が 長 手 方 向 軸 の 反 対 側 に 旋 回 さ せ ら れ た と き に
オ ペ レ ー タ に よ っ て マ ス ト に 対 し て 選 択 的 に 回 動 す る こ と が で き る よ う に 枢 着 さ れ た 備 品
を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 椅 子 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
上 記 マ ス ト が 、 第 １ 備 品 の ピ ボ ッ ト 軸 を 限 定 し て お り 、 オ ペ レ ー タ の 備 品 に 連 結 さ れ た 物
体 を 旋 回 可 能 と す る た め に 、 枢 着 さ れ て い る オ ペ レ ー タ の 備 品 が 第 １ 備 品 の ピ ボ ッ ト 軸 か
ら 離 間 し て い る 第 ２ 備 品 の ピ ボ ッ ト 軸 を 限 定 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載
の 椅 子 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
マ ス ト に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ た 第 １ 端 と 痰 壷 を 回 動 可 能 に 支 持 す る 第 ２ 端 と を も つ ハ ウ ジ
ン グ を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 椅 子 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
二 次 ア ー ム は 所 望 の 場 所 に 間 隔 を お い て 位 置 決 め さ れ る こ と が で き る 複 数 の 枢 着 さ れ た 細
長 い セ グ メ ン ト と 、 そ の 遠 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 工 具 ホ ル ダ ー と を 含 み 、 二 次 ア ー ム は 工
具 ホ ル ダ ー 内 の 工 具 へ の ア ク セ ス を 容 易 に な す よ う 位 置 決 め す る こ と が で き る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 椅 子 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ １ 】
少 な く と も リ ン ク ア ー ム と 一 次 ア ー ム は 導 管 を 通 す こ と が で き る 開 放 し た 内 部 区 域 を も つ
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 椅 子 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
一 次 支 持 ア ー ム と 二 次 支 持 ア ー ム は 各 々 リ ン ク ア ー ム の 遠 位 端 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 椅 子 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
旋 回 可 能 に 支 持 さ れ た リ ン ク ア ー ム を も つ 歯 科 用 椅 子 の 患 者 支 持 部 分 の 頭 端 に 隣 接 し か つ
そ の 患 者 支 持 部 分 の 下 に 位 置 決 め さ れ た 単 一 の ピ ボ ッ ト 連 結 部 と 、 垂 直 方 向 に 実 質 上 整 列
し た 箇 所 で リ ン ク ア ー ム に 連 結 さ れ た 少 な く と も ２ つ の 備 品 ア ー ム と を 含 み 、 備 品 ア ー ム
の う ち の 少 な く と も １ つ が リ ン ク ア ー ム に 枢 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 歯 科 用 椅 子 の
た め の ア ー ム 組 立 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は モ ジ ュ ー ル 方 式 の 歯 科 用 椅 子 備 品 取 付 け シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 歯 科 医 術 の 実 施 及 び 他 の 類 似 処 置 用 の 椅 子 シ ス テ ム は 既 知 で あ る 。 椅 子 シ ス テ ム は 典 型
的 に は 、 高 さ を 調 節 可 能 で あ り か つ 一 般 に 頭 か ら 長 い 脚 ま で 患 者 の 身 体 を 支 持 す る よ う 形
作 ら れ て い る 椅 子 を 含 む 。 こ の 椅 子 は 通 常 、 歯 科 医 及 び 他 の 付 き 添 い 人 に 便 利 な よ う に 患
者 を そ し て 特 に 患 者 の 口 を 位 置 決 め す る た め に 後 ろ に 倒 れ る こ と が で き る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム の １ ス タ イ ル に よ れ ば 、 歯 科 用 処 置 に 使 用 さ れ る 種 々 の 備 品 は 、 歯
科 用 椅 子 に 通 常 そ の ベ ー ス 近 く で 連 結 さ れ る 可 動 の 支 持 ア ー ム に よ っ て 付 き 添 い 人 の 手 の
届 く 範 囲 内 に 位 置 決 め さ れ る 。 か か る 備 品 は 伝 統 的 に 、 工 具 及 び 水 、 圧 縮 空 気 及 び 真 空 を
供 給 す る 流 体 シ ス テ ム を 含 む 。 過 去 に お い て は 、 か か る 支 持 ア ー ム は 椅 子 の 両 側 、 椅 子 の
正 面 、 又 は 椅 子 の 後 部 を 含 む 種 々 の 箇 所 に 連 結 さ れ て い た 。 椅 子 シ ス テ ム の 他 の ス タ イ ル
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で は 、 か か る 備 品 の ア ー ム は 壁 の 近 く に 取 り 付 け ら れ て お り 、 椅 子 自 体 に は 取 り 付 け ら れ
て い な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 通 常 、 “ 二 手 使 用 （ two-handed)及 び “ 四 手 使 用 (four-handed)” の 両 方 の 歯 科 医 術 ス タ
イ ル が 実 施 さ れ て い る 。 二 手 使 用 の 歯 科 医 術 は 単 一 開 業 医 （ 例 え ば 、 歯 科 医 、 助 手 又 は 衛
生 士 ） に 係 わ る 業 務 を 指 し 、 一 方 、 四 手 使 用 の 歯 科 医 術 は ２ 人 が 一 緒 に 仕 事 を す る 業 務 を
指 す 。 過 去 に は 、 利 用 可 能 の 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム は 二 手 使 用 か 又 は 四 手 使 用 の 歯 科 医 術 の
何 れ か に 最 適 化 さ れ て お り 、 そ し て 忙 し い 業 務 に 必 要 な ２ モ ー ド 間 の 好 都 合 な 切 り 替 え に
は 容 易 に 適 合 し て い な か っ た 。 二 手 使 用 及 び 四 手 使 用 の 歯 科 医 術 の 例 示 ス タ イ ル は 図 １ ４
Ａ 乃 至 １ ４ Ｆ の 概 略 図 に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 最 先 行 の 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム は 右 き き の 開 業 医 か 、 又 は 左 き き の 開 業 医 の 何 れ か
の た め に 最 適 化 さ れ て お り 、 そ し て ２ つ の 形 態 間 を 容 易 に 切 り 替 え る こ と は で き な か っ た
。 従 っ て 複 数 の 歯 科 医 が 多 数 の 患 者 を 夫 々 監 督 し な け れ ば な ら な い 現 代 の 業 務 で は 、 管 理
し て い る 歯 科 医 に よ っ て 要 求 さ れ る 専 用 の 備 品 に 応 じ て 各 患 者 に つ い て の 予 定 表 を 作 る こ
と は 全 く 厄 介 な も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 典 型 的 な 現 代 の 歯 科 医 術 業 務 で は 、 過 去 よ り ず っ と 多 い 備 品 が 歯 科 医 及 び 患 者 に
利 用 さ れ る 。 か か る 備 品 に は 情 報 表 示 器 （ １ つ 以 上 の コ ン ピ ュ ー タ モ ニ タ ー の 如 き も の ）
、 制 御 器 、 電 灯 、 痰 壷 、 ア マ ル ガ ム 収 集 ユ ニ ッ ト 、 及 び 圧 縮 空 気 、 水 及 び 真 空 作 動 の 工 具
如 き 伝 統 的 な 歯 科 医 術 用 工 具 が 含 ま れ る と が あ る 。 か く し て 、 種 々 の モ ー ド で 使 用 で き る
安 全 な 融 通 性 の あ る 取 扱 い 装 置 に か か る 備 品 を 提 供 す る た め に は 追 加 の 努 力 が 必 要 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
発 明 の 要 約
　 歯 科 用 椅 子 の た め の モ ジ ュ ー ル 方 式 の 備 品 取 付 け シ ス テ ム の 種 々 の 代 表 的 実 施 例 に つ き
以 下 説 明 す る 。 こ の シ ス テ ム は 、 歯 科 用 備 品 を 異 な っ た 業 務 ス タ イ ル と 必 要 性 に 適 応 す る
よ う 支 持 し そ し て 位 置 決 め す る 仕 方 を ユ ー ザ ー が 容 易 に 変 更 す る こ と が で き る １ つ 以 上 の
支 持 ア ー ム を も つ 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 １ 態 様 に よ れ ば 、 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム は 、 歯 科 用 椅 子 に 一 部 を 連 結 す る こ と が で き る 高
さ 調 節 可 能 の 支 持 体 を も つ ベ ー ス と 、 リ ン ク ア ー ム と 、 一 次 支 持 ア ー ム と 、 二 次 支 持 ア ー
ム と を 含 む 。 支 持 体 は 後 部 側 （ 椅 子 の “ 頭 ” 端 に あ る ） と 、 長 手 方 向 軸 を も ち 、 上 記 軸 は
椅 子 軸 に 実 質 上 平 行 に な る よ う 限 定 さ れ て い る 。 リ ン ク ア ー ム は 遠 位 と 近 位 の 端 を も ち 、
近 位 端 は 後 部 側 に 隣 接 し て 支 持 体 に 枢 着 さ れ て い て 、 リ ン ク ア ー ム が 長 手 方 向 軸 の 対 向 す
る 両 側 へ 旋 回 可 能 で あ る 。 一 次 支 持 ア ー ム は 実 質 上 垂 直 の 旋 回 軸 の 回 り に リ ン ク ア ー ム に
対 し て 回 転 す る よ う リ ン ク ア ー ム の 遠 位 端 に 枢 着 さ れ て い る 。 二 次 支 持 ア ー ム は 実 質 上 垂
直 旋 回 軸 に 沿 っ て リ ン ク ア ー ム の 遠 位 端 に 連 結 さ れ て い る 。 一 次 と 二 次 の 支 持 ア ー ム は 重
量 物 例 え ば 備 品 を 支 持 す る よ う 適 用 さ れ そ し て お 互 い に 相 対 的 に か つ リ ン ク ア ー ム に 対 し
て 動 か さ れ る よ う 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 二 次 支 持 ア ー ム は 、 一 次 支 持 ア ー ム が 旋 回 す る と き に 支 持 ア ー ム 間 の 干 渉 を 防 止 す る た
め に 、 二 次 支 持 ア ー ム が 一 次 支 持 ア ー ム に 対 し て 相 対 的 に 動 く こ と を 許 す 不 干 渉 特 性 を も
つ こ と が で き る 。 二 次 支 持 ア ー ム は 、 二 次 支 持 ア ー ム を 垂 直 に 枢 着 す る こ と が で き る 実 質
上 水 平 の ピ ボ ッ ト 軸 と の 補 助 的 な ピ ボ ッ ト 連 結 部 を も つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 二 次 支 持 ア ー ム は 導 管 （ ホ ー ス 、 チ ユ ー ビ ン グ 及 び /又 は 取 扱 い 流 体 用 の 他 の 構 造 物 の
如 き も の ） を 含 む オ ペ レ ー タ ー 備 品 を 支 持 す る よ う 適 用 さ れ る 。 上 記 導 管 は 、 水 、 圧 縮 空
気 、 真 空 等 用 の 流 体 導 管 、 及 び /又 は 電 気 導 管 （ ケ ー ブ ル 、 又 は 電 力 を 供 給 す る か 又 は 電
気 信 号 を 伝 達 す る 他 の 導 電 体 の 如 き も の ） を 含 む 。
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　 マ ニ ホ ル ド は 例 え ば そ の 遠 位 端 に 隣 接 し て リ ン ク ア ー ム に 連 結 す る こ と が で き る 。 こ の
マ ニ ホ ル ド は 実 質 上 垂 直 の ピ ボ ッ ト 軸 に 沿 っ て リ ン ク ア ー ム に 取 り 付 け ら れ る 。 他 の 実 施
例 で は 、 マ ニ ホ ル ド は 他 の 適 当 な 場 所 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム は リ ン ク ア ー ム の 近 位 端 を 受 け 入 れ て 支 持 す る よ う 形 作 ら れ た ピ ボ
ッ ト ブ ラ ケ ッ ト を 含 む と が で き る 。 上 記 ブ ラ ケ ッ ト は 支 持 体 の 後 側 に 取 り 付 け る こ と が で
き る 。 好 適 実 施 例 で は 、 ブ ラ ケ ッ ト は 長 手 方 向 軸 と 整 列 し た 状 態 で 取 り 付 け ら れ る 。 リ ン
ク ア ー ム は 少 な く と も １ ８ ０ ° の 円 弧 に 亘 っ て 揺 動 す る こ と が で き 、 リ ン ク ア ー ム を 長 手
方 向 軸 に 対 し て 両 側 に 少 な く と も ９ ０ ° だ け 折 り 曲 げ る こ と が で き る 。 他 の 実 施 例 で は 、
こ の 回 動 範 囲 は よ り 少 な く 、 例 え ば 約 １ ４ ０ ° の 円 弧 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
 一 次 支 持 ア ー ム は 上 方 に 延 び る マ ス ト を も ち 、 こ の マ ス ト は 例 え ば そ の 遠 位 端 に 隣 接 し
て 置 く こ と が で き る 。 こ の マ ス ト は オ ペ レ ー タ 備 品 を 支 持 す る た め に 使 用 さ れ る 。 か か る
オ ペ レ ー タ 備 品 は マ ス ト 上 に 枢 着 さ れ 、 マ ス ト に 対 し て 選 択 的 に 回 動 さ せ ら れ る こ と が で
き る （ 例 え ば 一 次 支 持 ア ー ム が 長 手 方 向 軸 の 反 対 側 に 揺 動 し た 後 に 該 備 品 の 方 向 付 け を し
直 す た め に ） 。 マ ス ト に 対 し て 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ る こ と が で き る か か る 備 品 の １ 型
式 は キ ャ ビ ネ ッ ト で あ る 。 痰 壷 の 如 き 他 の 備 品 は キ ャ ビ ネ ッ ト に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ
る こ と が で き 、 こ の こ と は 融 通 性 や 便 利 さ を 増 す た め の 動 き の 自 由 度 を 増 す こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 二 次 ア ー ム と リ ン ク ア ー ム 間 の 連 結 は 固 定 連 結 と す る こ と が で き 、 旋 回 可 能 の 連 結 、 又
は 他 の 適 当 な 型 式 の 連 結 と す る こ と が で き る 。 二 次 支 持 ア ー ム は リ ン ク ア ー ム の 上 面 に 取
り 付 け ら れ 、 そ し て 一 次 支 持 ア ー ム と リ ン ク ア ー ム の 平 面 上 に 片 も ち 梁 状 に 支 持 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 二 次 支 持 ア ー ム は リ ン ク ア ー ム と 一 次 支 持 ア ー ム の 上 方 の 水 平 面 内 に 枢 着 さ れ る 。 二 次
支 持 ア ー ム は 補 助 の ピ ボ ッ ト 連 結 部 を も つ 少 な く と も １ つ の 第 １ の セ グ メ ン ト と 、 ほ ぼ 水
平 の 面 内 で 回 動 す る よ う 第 １ セ グ メ ン ト に 連 結 さ れ た 少 な く と も １ つ の 第 ２ の セ グ メ ン ト
を 含 む 。 二 次 支 持 ア ー ム は ま た 、 ほ ぼ 垂 直 の 面 内 で 回 動 す る よ う 第 ２ セ グ メ ン ト に 枢 着 さ
れ た 少 な く と も １ つ の 第 ３ の セ グ メ ン ト を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム は 支 持 体 に 連 結 さ れ た 椅 子 を 含 む と が で き 、 リ ン ク ア ー ム の た め の
ピ ボ ッ ト 軸 は 、 椅 子 が 後 ろ に 倒 れ た 位 置 に あ る と き 、 椅 子 の 背 も た れ 部 分 を 横 切 る 。
　 少 な く と も １ つ の リ ン ク ア ー ム 、 一 次 ア ー ム お よ び 二 次 ア ー ム は 実 質 上 中 空 の 構 造 又 は
内 部 開 放 区 域 を も ち 、 こ の 区 域 を 通 し て 導 管 が 通 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 も う １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム は 、 歯 科 用 椅 子 を 連 結 で き る 高 さ 調 節 可
能 の 支 持 体 を も つ ベ ー ス と 、 上 記 支 持 体 に 旋 回 可 能 に 連 結 さ れ る 備 品 ア ー ム と 、 補 助 ピ ボ
ッ ト 連 結 部 を 含 む 。 備 品 支 持 ア ー ム は 旋 回 可 能 の 連 結 部 で 互 い に 接 合 さ れ た 複 数 の セ グ メ
ン ト を 含 む 。 補 助 ピ ボ ッ ト 連 結 部 は 実 質 上 水 平 の ピ ボ ッ ト 軸 を も つ 。 補 助 ピ ボ ッ ト 連 結 部
は 支 持 体 に 対 し て 近 位 の セ グ メ ン ト と 遠 位 の セ グ メ ン ト を 含 む ２ つ の セ グ メ ン ト を 接 合 す
る 。 補 助 ピ ボ ッ ト 連 結 部 は 、 遠 位 部 分 が 水 平 面 よ り 下 の 垂 直 面 内 で 回 転 す る の を 防 止 し 、
そ し て 水 平 面 よ り 上 で 回 転 す る の を 許 し 、 例 え ば 、 支 持 ア ー ム は ベ ー ス が 下 が っ た と き に
物 体 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 マ ニ ホ ル ド は 補 助 ピ ボ ッ ト 連 結 部 と ベ ー ス 間 に 置 か れ る 。 支 持 ア ー ム は シ ー ト ベ ー ス と
補 助 ピ ボ ッ ト 連 結 部 の 内 側 の 間 に 延 び る 細 長 い 、 ほ ぼ 側 方 の 部 分 を 含 む 。 支 持 ア ー ム は 補
助 ピ ボ ッ ト 連 結 部 の 外 方 に 位 置 し た 第 ２ の 、 実 質 上 垂 直 の ピ ボ ッ ト 軸 を も つ 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 も う １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 右 側 又 は 左 側 使 用 の た め の 歯 科 用 椅 子 に 適 合 す る ア ー ム 組 立
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体 は 、 歯 科 用 椅 子 の 後 側 に 枢 着 さ れ た 補 償 ア ー ム セ グ メ ン ト と 、 一 次 ピ ボ ッ ト 軸 で 上 記 補
償 ア ー ム に 枢 着 さ れ た 一 次 ア ー ム と 、 補 償 ア ー ム に 連 結 さ れ た 二 次 ア ー ム を 含 む 。 一 次 ア
ー ム は ほ ぼ 水 平 の 面 内 で 旋 回 す る よ う 位 置 決 め さ れ る 。 二 次 ア ー ム は 複 数 の セ グ メ ン ト を
も ち 、 そ し て 補 償 ア ー ム と 一 次 ア ー ム に 対 し て 垂 直 と 水 平 に 動 く こ と が で き る 。 補 償 ア ー
ム の 長 さ は 支 持 体 か ら 、 一 次 と 二 次 の ア ー ム を 干 渉 し な い よ う に 動 か す の に 十 分 な 距 離 を
お い て 、 一 次 ピ ボ ッ ト 軸 を 位 置 さ せ る よ う 設 定 す る こ と が で き る
【 ０ ０ １ ９ 】
　 も う １ つ の 形 態 に よ れ ば 、 歯 科 用 椅 子 の た め の ア ー ム 組 立 体 は 頭 端 に 隣 接 し か つ 旋 回 可
能 に 支 持 さ れ た リ ン ク ア ー ム を も つ 歯 科 用 椅 子 の 患 者 支 持 部 分 の 下 に 置 か れ た 単 一 の ピ ボ
ッ ト 連 結 部 と 、 実 質 上 垂 直 方 向 で 整 列 し た 箇 所 で リ ン ク ア ー ム に 連 結 さ れ た 少 な く と も ２
つ の 備 品 ア ー ム を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 も う １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム 中 に 備 品 を 位 置 決 め す る た め の ア ー ム 組
立 体 は 歯 科 用 椅 子 に 旋 回 可 能 に 取 り 付 け る た め の 第 １ 素 子 と 、 実 質 上 垂 直 の 第 １ ピ ボ ッ ト
軸 で 第 １ 素 子 の 端 に 枢 着 さ れ た 第 ２ 素 子 と 、 第 １ ピ ボ ッ ト 軸 に 実 質 上 沿 っ て 第 １ 素 子 に 取
り 付 け ら れ た 第 ３ 素 子 と 、 第 １ ピ ボ ッ ト 軸 か ら 水 平 に 離 間 し て い る 実 質 上 垂 直 の 第 ２ ピ ボ
ッ ト 軸 で 第 ３ 素 子 に 取 り 付 け ら れ た 第 ４ 素 子 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 も う １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 歯 科 用 椅 子 用 の ア ー ム 組 立 体 は 、 歯 科 用 椅 子 の 後 部 に 旋 回 可
能 に 連 結 し て 実 質 上 水 平 面 内 で の 回 動 を 許 す た め の リ ン ク ア ー ム と 、 リ ン ク ア ー ム に 連 結
さ れ た 支 持 ア ー ム を 含 む 。 支 持 ア ー ム は 所 望 の 場 所 の ス ペ ー ス 内 に 置 く こ と が で き る 複 数
の 枢 着 さ れ た 細 長 い セ グ メ ン ト と 、 支 持 ア ー ム と 歯 科 用 椅 子 に 隣 接 し た 他 の 構 造 物 間 の 干
渉 を 防 ぐ た め の 構 造 素 子 と を も つ 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 も う １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 歯 科 用 椅 子 用 の 多 ‐ グ メ ン ト 構 成 の ア ー ム 組 立 体 は 歯 科 用 椅
子 の 背 も た れ に 枢 着 す る た め の リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト と 、 リ ン ク ア ー ム セ グ メ ン ト の 遠
位 端 に 連 結 さ れ た 第 １ セ グ メ ン ト と 、 実 質 上 垂 直 の ピ ボ ッ ト 軸 で 第 １ セ グ メ ン ト の 遠 位 端
に 枢 着 さ れ た 第 ２ セ グ メ ン ト と 、 実 質 上 水 平 の ピ ボ ッ ト 軸 で 第 ２ セ グ メ ン ト の 遠 位 端 に 枢
着 さ れ た 第 ３ セ グ メ ン ト と 、 第 ３ セ グ メ ン ト の 遠 位 端 に 枢 着 さ れ た 終 端 セ グ メ ン ト と を 含
む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 終 端 セ グ メ ン ト の 所 定 位 置 で 第 ３ セ グ メ ン ト に 枢 着 さ れ た 随 意 の 第 ４ セ グ メ ン ト が あ っ
て も よ く 、 こ の 場 合 終 端 セ グ メ ン ト は 第 ３ セ グ メ ン ト の 代 わ り に 第 ４ セ グ メ ン ト に 枢 着 さ
れ る 。 終 端 セ グ メ ン ト は 実 質 上 水 平 の ピ ボ ッ ト 軸 に 枢 着 す る こ と が で き る 。
　 二 次 ア ー ム の セ グ メ ン ト は そ の 夫 々 の 位 置 に セ グ メ ン ト を 保 有 す る 平 行 四 辺 形 支 持 構 造
を も つ 。 或 る 実 施 例 で は 、 少 な く と も 第 ３ 及 び ／ 又 は 第 ４ の セ グ メ ン ト は か か る 支 持 構 造
を も っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ア ー ム 組 立 体 は セ グ メ ン ト の １ つ に 連 結 さ れ た 多 ‐ 機 能 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト を 含 み 、 上 記
制 御 ユ ニ ッ ト は セ グ メ ン ト の 少 な く と も １ つ を 通 し て 延 び る 配 線 を も つ 。 電 子 制 御 ユ ニ ッ
ト は 終 端 セ グ メ ン ト に 連 結 す る こ と が で き る 。 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト は 終 端 セ グ メ ン ト に 回 動
可 能 に 連 結 す る こ と が で き る 。 ア ー ム 組 立 体 は 終 端 セ グ メ ン ト に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ
た 少 な く と も １ つ の 工 具 ホ ル ダ ー を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ア ー ム 組 立 体 に お い て は 、 少 な く と も １ つ の セ グ メ ン ト は 、 そ の 夫 々 の ピ ボ ッ ト 軸 を 中
心 と し た 予 定 の 正 規 の 回 転 範 囲 を も つ よ う 配 列 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 も う １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 患 者 が 使 用 す る 備 品 を 支 持 す る た め の 多 ‐ セ グ メ ン ト 構 成 の
ア ー ム 組 立 体 は 歯 科 用 椅 子 の 背 も た れ に 枢 着 さ れ そ し て 少 な く と も ５ 個 の 背 も た れ 部 分 を
含 み 、 そ の 各 セ グ メ ン ト は 少 な く と も １ つ の 旋 回 可 能 の 連 結 部 を も ち 、 セ グ メ ン ト と 旋 回
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可 能 の 連 結 部 は 、 歯 科 用 椅 子 の 背 も た れ に 対 し て 所 望 の 位 置 に ア ー ム 端 の 遠 位 端 を 位 置 決
め す る た め に 、 ア ー ム 組 立 体 を 上 昇 、 下 降 及 び 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
　 上 記 及 び 他 の 特 徴 と 利 点 は 数 個 の 実 施 例 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し て な さ れ る 下 記 の 詳
細 な 説 明 か ら よ り 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 発 明 実 施 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
詳 細 な 説 明
　 図 １ ， ２ を 参 照 す れ ば 、 一 般 的 に １ ０ で 示 さ れ て い る 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム の 代 表 的 実 施
例 は 支 持 部 分 １ ４ に よ っ て ベ ー ス １ ２ に 連 結 さ れ て い る 歯 科 用 椅 子 １ １ を 含 む 。 図 示 の 実
施 例 で は 、 支 持 部 分 １ ４ は 、 患 者 へ の ア ク セ ス を 容 易 な ら し め る た め に ベ ー ス １ ２ に 対 し
て 椅 子 １ １ を 少 な く と も 上 昇 及 び 下 降 さ せ る こ と が で き る よ う 、 選 択 的 に 動 く こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ と ２ に 示 す 如 く 椅 子 １ １ は 半 直 立 位 置 に あ り 、 背 も た れ セ ク シ ョ ン 又 は 部 分 １ ３ a
が シ ー ト 部 分 １ ３ bに 対 し て 直 立 し て 延 び て い る 。 背 も た れ 部 分 １ ３ aは 後 ろ に 倒 さ れ る こ
と が で き 、 そ し て 図 １ ４ A乃 至 図 １ ４ Fの 平 面 図 に 概 略 示 す 如 く 、 患 者 を 傾 斜 し た 位 置 に 位
置 決 め す る た め に 、 シ ー ト 部 分 と 比 較 的 接 近 し て 整 列 さ せ ら れ て い る 。 本 文 中 で 、 “ 後 部
” は 患 者 の 頭 部 と 胴 部 を 支 持 す る よ う 指 定 さ れ た 椅 子 １ １ の 端 即 ち 、 椅 子 の “ 頭 ” 端 に 近
い 所 と 定 義 さ れ る 。 か く し て ベ ー ス １ ２ ／ 支 持 体 １ ４ ／ 椅 子 １ １ の 後 部 側 は 中 央 の 横 軸 M
の 後 方 の 区 域 を 含 み 、 ベ ー ス １ ２ の 後 面 と 、 支 持 部 分 １ ４ と 椅 子 １ １ が 連 結 さ れ る 場 所 に
隣 接 し た 区 域 を 含 む 。 椅 子 １ １ は 長 手 方 向 軸 Aを も ち 、 そ の 一 部 は 後 部 側 か ら 延 び て い る
の が 図 １ ， ２ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 後 部 に は 、 軸 Aと ほ ぼ 整 列 し て い る 主 ピ ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト １ ６ が あ り 、 こ の 軸 に 補 償 部
材 、 例 え ば リ ン ク ア ー ム が そ の 近 位 端 に お い て 枢 着 さ れ て お り 、 そ の リ ン ク ア ー ム が ほ ぼ
水 平 の 面 内 で 左 右 に （ す な わ ち 図 ３ ， ４ に 示 す 如 く 、 ほ ぼ 垂 直 の ピ ボ ッ ト 軸 Bの 回 り に ）
旋 回 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 例 え ば 図 示 の 主 ア ー ム ２ ０ と 二 次 ア ー ム ２ ２ の
如 き １ つ 以 上 の 備 品 支 持 ア ー ム が そ の 遠 位 端 に 隣 接 し て リ ン ク ア ー ム １ ８ に 取 り 付 け ら れ
て い る 。
　 典 型 的 な 形 態 で は 、 歯 科 医 の ハ ン ド ピ ー ス （ 例 え ば 歯 科 医 用 ド リ ル ） を 収 容 す る 受 け 渡
し シ ス テ ム を 支 持 す る た め の も う １ つ の ア ー ム が あ る が 、 こ の ア ー ム は 簡 明 化 の た め に 図
示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 示 の 実 施 例 で は 、 ピ ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト １ ６ は 支 持 部 分 １ ４ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 リ
ン ク ア ー ム １ ８ と ア ー ム ２ ０ 、 ２ ２ は 例 え ば 椅 子 が 昇 降 す る と き に 、 椅 子 １ １ と 一 緒 に 動
く よ う に な っ て い る 。 図 示 の 実 施 例 で は 、 ピ ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト １ ６ は 低 い 輪 郭 を も っ て い
て 、 特 に 背 も た れ 部 分 １ ３ aが 傾 斜 し た 位 置 へ 後 ろ に 倒 さ れ た と き に 、 そ の ブ ラ ケ ッ ト が
椅 子 １ １ の 下 の 区 域 へ の ア ク セ ス を 不 必 要 に 妨 げ な い よ う に な っ て い る 。 他 の 実 施 例 で は
、 リ ン ク ア ー ム を シ ス テ ム １ ０ の も う １ つ の 部 分 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 ま た 、 も し
高 さ 調 節 能 力 が 要 求 さ れ な い な ら ば 、 リ ン ク ア ー ム １ ８ を ベ ー ス １ ２ 又 は 床 の 如 き シ ス テ
ム の 定 置 部 分 に 取 り 付 け さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 次 ア ー ム ２ ０ と 二 次 ア ー ム ２ ２ は お 互 い に 対 し て ほ ぼ 独 立 し て 動 く よ う 配 列 さ れ て い
る 。 図 示 の 実 施 例 で は 、 図 ３ ， ４ に 最 も 明 瞭 に 示 す 如 く 、 一 次 ア ー ム ２ ０ と 二 次 ア ー ム ２
２ は 共 通 の 軸 Cに 沿 っ て リ ン ク ア ー ム １ ８ に 連 結 さ れ て い る 。 軸 Cは 一 次 支 持 ア ー ム ２ ０ 用
の ピ ボ ッ ト 軸 で あ る 。 二 次 ア ー ム ２ ２ は 同 じ 軸 Cに 沿 っ て リ ン ク ア ー ム １ ８ に 連 結 さ れ て
い る が 、 図 １ の 二 次 ア ー ム ２ ２ は 、 軸 Bか ら 軸 Cよ り も 遠 く 離 れ て い る 異 な っ た 軸 （ 即 ち 図
４ に 示 さ れ て い る よ う な 軸 E） の 回 り に 水 平 面 内 で 旋 回 す る よ う 配 列 さ れ て い る 。 他 の 実
施 例 で は 、 二 次 ア ー ム ２ ２ も ま た 軸 Cの 回 り に 旋 回 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 図 ３ は ピ ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト １ ６ と 、 リ ン ク ア ー ム １ ８ と 、 一 次 ア ー ム ２ ０ と 二 次 ア ー ム
２ ２ の 一 部 を よ り 詳 細 に 示 す 。 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 一 次 ア ー ム ２ ０ の 図 示 さ れ た 部 分
は リ ン ク ア ー ム １ ８ と ほ ぼ 同 じ 垂 直 レ ベ ル に あ り 、 か く し て ほ ぼ 同 じ 水 平 面 内 で 旋 回 す る
。 二 次 ア ー ム ２ ２ は リ ン ク ア ー ム １ ８ の 上 面 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 そ し て そ の 遠 位 端 か
ら 外 方 へ 片 も ち 梁 状 に 支 持 さ れ て い る 。 図 ４ に 最 も 良 く 示 さ れ て い る 如 く 、 二 次 ア ー ム ２
２ は リ ン ク ア ー ム １ ８ 及 び 一 次 ア ー ム ２ ０ よ り 僅 か に 高 い レ ベ ル で 水 平 面 内 で 回 動 す る よ
う 配 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 図 ３ は リ ン ク ア ー ム １ ８ の 遠 位 端 に 隣 接 し て そ の 上 面 に 連 結 さ れ た マ ニ ホ ル ド ３
２ を 示 す 。 図 示 の 如 く 、 マ ニ ホ ル ド ３ ２ は リ ン ク ア ー ム １ ８ に 枢 着 さ れ て い て 、 例 え ば 位
置 決 め を や り 直 す 間 に 、 マ ニ ホ ル ド を リ ン ク ア ー ム １ ８ に 対 し て 相 対 的 に 回 動 さ せ る こ と
が で き る よ う に な っ て い る 。 図 示 の 実 施 例 で は 、 マ ニ ホ ル ド ３ ２ は 軸 Cに ほ ぼ 沿 っ て 整 列
さ せ ら れ て お り か つ 円 筒 形 又 は 楕 円 体 形 を な し て い る 。 マ ニ ホ ル ド ３ ２ は 異 物 が 流 体 シ ス
テ ム 中 に 入 る の を 防 止 す る た め に 、 一 般 的 に ス ク リ ー ン （ 図 示 せ ず ） を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ に 示 す 如 く 、 導 管 ３ ４ は 二 次 ア ー ム ２ ２ の 遠 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 工 具 ホ ル ダ ー ３
３ に 取 り 付 け ら れ た 種 々 の 工 具 に 連 結 さ れ る 。 こ れ ら の 工 具 は 水 を 提 供 す る た め 圧 縮 空 気
を 提 供 す る た め 及 び /又 は 真 空 を 提 供 す る た め に 使 用 さ れ る 。 本 文 中 で 使 用 さ れ る “ 導 管
” と い う 用 語 は 配 管 、 ケ ー ブ ル 、 ラ イ ン 、 及 び 他 の 同 様 の 構 造 物 を 指 し 、 こ れ ら を 通 し て
流 体 、 圧 力 、 動 力 又 は 信 号 が 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ に 示 す 如 く 、 種 々 の 導 管 が リ ン ク ア ー ム １ ８ 、 一 次 ア ー ム ２ ０ 及 び 二 次 ア ー ム ２ ２
の 内 部 分 を 通 さ れ る 。 例 え ば 、 電 気 、 空 気 及 び 水 の ラ イ ン は 椅 子 の 下 か ら そ し て 経 路 P1に
沿 っ て リ ン ク １ ８ を 通 し て 延 び る こ と が で き 、 そ の 際 空 気 と 水 の ラ イ ン は 二 次 ア ー ム ２ を
通 し て 延 ば さ れ そ し て そ の 下 側 で 出 て い き （ 経 路 P4） 、 そ し て （ 例 え ば 電 力 及 び ／ 又 は 通
信 信 号 を 工 具 及 び 制 御 ユ ニ ッ ト の 如 き 備 品 に 提 供 す る た め に ） 電 気 ラ イ ン は 二 次 ア ー ム ２
２ の 残 り 部 分 を 通 し て 延 び る （ 経 路 P3） 。 経 路 P2は マ ニ ホ ル ド ３ ２ の 区 域 か ら か つ 一 次 支
持 ア ー ム ２ ０ の 少 な く と も 一 部 を 通 し て 延 び る 真 空 ラ イ ン を 表 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ に 示 す 如 く 、 工 具 ３ ３ の １ つ か ら 椅 子 の 下 の 区 域 ま で 延 び る も う １ つ の 導 管 を 設 け
る こ と が で き る 。 こ の 導 管 は マ ニ ホ ル ド ３ ２ を 通 さ れ な い か 又 は マ ニ ホ ル ド に よ っ て 位 置
決 め さ れ な い も の で あ る 。
　 図 １ を 参 照 す れ ば 、 一 次 ア ー ム ２ ０ と 二 次 ア ー ム ２ ２ は 歯 科 処 置 に 使 用 さ れ な い 種 々 の
備 品 を 移 動 可 能 に 支 持 す る よ う 寸 法 決 め さ れ か つ 配 列 さ れ る 。 便 宜 上 、 ア ー ム ２ ０ は “ 一
次 ” ア ー ム と 称 さ れ る 。 と い う の は 、 そ れ は 、 全 て の 処 置 に 要 求 さ れ な い け れ ど も 、 一 般
的 に 二 次 ア ー ム ２ ２ よ り も 実 質 的 な 構 造 を も つ か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ， ２ に 最 も 良 く 示 す 如 く 、 一 次 ア ー ム ２ ０ は 上 方 に 延 び る マ ス ト ２ ４ を も ち 、 こ の
マ ス ト は 図 示 の 如 く そ の 遠 位 の 自 由 端 に 、 又 は そ の 長 さ に 沿 っ た 他 の 箇 所 に 位 置 決 め さ れ
て い る 。 図 １ の 実 施 例 で は 、 電 灯 ス タ ン ド ２ ８ 及 び マ ス ト ２ ４ の 上 端 に 連 結 さ れ た モ ニ タ
ー ３ ０ が あ る 。 ま た 、 マ ス ト ２ ４ に 連 結 さ れ た ハ ウ ジ ン グ ２ ３ も あ る 。 ハ ウ ジ ン グ ２ ３ は
マ ス ト ２ ４ に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る こ と が で き 、 ハ ウ ジ ン グ に 取 り 付 け ら れ た 備 品 、 例 え
ば 痰 壷 ２ ７ 、 及 び ／ 又 は 補 助 的 ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト ２ ６ （ 図 ２ の み に 示 さ れ て い る ） は 、
マ ス ト ２ ４ に 対 し て 任 意 の 便 利 な 向 き に 回 動 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば も し 一 次 ア ー ム
２ ０ が 図 １ に 示 す 如 き 椅 子 １ １ の 左 側 か ら 図 ２ に 示 す 如 き 椅 子 １ １ の 右 側 に 揺 動 さ せ ら れ
る な ら ば 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ３ は 痰 壷 ２ ７ を 患 者 に よ り 近 い 場 所 に 位 置 決 め す る た め に 回 動 さ
せ る こ と が で き る 。 痰 壷 ２ ７ は ま た 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ３ と は 無 関 係 に 回 動 可 能 と す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ２ ３ 内 の 内 部 ス ペ ー ス は ハ ウ ジ ン グ の 回 路 構 成 体 及 び 弁 を 含 む 種 々 の 目 的 用
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に 、 並 び に ア イ テ ム の 保 管 用 に 使 用 す る こ と が で き る 。 補 助 ハ ウ ジ ン グ ２ ６ は 一 般 的 保 管
用 に 使 用 さ れ る か 、 又 は ア マ ル ガ ム や 、 特 別 の 取 扱 い を 必 要 と す る 他 の 同 様 の 材 料 の 保 管
用 の ア マ ル ガ ム 収 集 ユ ニ ッ ト と し て 備 え 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 示 の 実 施 例 で は 、 一 次 ア ー ム ２ ０ は 、 そ の 近 位 端 に 隣 接 し た 軸 Cに お い て 第 １ の 旋 回
可 能 の 連 結 部 ３ ５ の 回 り に ほ ぼ 水 平 の 面 内 で 回 動 す る よ う 限 定 さ れ て い る 。 典 型 的 に は 、
マ ス ト ２ ４ と の 連 結 は 剛 性 な も の で あ る 。 一 次 ア ー ム ２ ０ が 、 他 の 動 き を 、 例 え ば 異 な っ
た レ ベ ル に 備 品 を 位 置 決 め す る た め の 垂 直 移 動 を 許 す 他 の セ グ メ ン ト を 含 む よ う に な す こ
と は 勿 論 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 二 次 ア ー ム ２ ２ は 二 次 ア ー ム ２ ２ と 一 次 ア ー ム ２ ０ 間 の 相 対 的 移 動 を 容 易 に す る 干 渉 防
止 性 又 は 隙 間 ‐ 提 供 特 性 を も つ こ と が で き る 。 図 示 の 実 施 例 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 二
次 ア ー ム ２ ２ は 軸 Cに 取 り 付 け ら れ た そ の 近 位 端 と 第 １ ピ ボ ッ ト 連 結 部 ３ ６ 間 に 補 助 ピ ボ
ッ ト 連 結 部 ３ １ を も つ 。 ピ ボ ッ ト 軸 Dを 限 定 す る 補 助 ピ ボ ッ ト 連 結 部 ３ １ は 、 例 え ば 図 ４
に 示 す 如 く 、 ア ー ム ２ ２ の 遠 位 に 延 び る 部 分 が 垂 直 面 内 で 上 方 に 旋 回 す る こ と を 許 す 。 補
助 ピ ボ ッ ト 連 結 部 ３ １ は 、 例 え ば 一 次 ア ー ム ２ ０ と 二 次 ア ー ム ２ ２ を お 互 い に 対 し て 動 け
る よ う に す る た め に 、 二 次 ア ー ム ２ ２ が 他 の 周 囲 構 造 に 対 し て 動 く こ と が で き る よ う に な
す 。 ま た 、 補 助 ピ ボ ッ ト 連 結 部 ３ １ は 、 椅 子 １ １ が 下 が る と き に 二 次 ア ー ム ２ ２ が も う １
つ の 物 体 に 接 触 し た 場 合 に 旋 回 す る こ と を 許 し 、 こ の こ と は 損 傷 の 防 止 を 助 け る こ と が で
き る 。 補 助 ピ ボ ッ ト 連 結 部 ３ １ は ア ー ム ２ ２ の 遠 位 に 延 び る 部 分 の 回 転 を 予 定 範 囲 に 制 限
す る た め に 、 内 部 止 め （ 図 示 せ ず ） を も つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ 乃 至 ４ を 参 照 す れ ば 、 二 次 ア ー ム ２ ２ は 複 数 の セ グ メ ン ト を も つ 。 図 ４ に 示 す 実 施
例 で は 、 こ れ ら の セ グ メ ン ト は 下 記 の も の を 含 む 、 即 ち :（ １ ） 短 い 第 １ セ グ メ ン ト ２ ９
、 こ の セ グ メ ン ト は 補 助 ピ ボ ッ ト 連 結 部 ３ １ を 含 み 、 軸 Cで リ ン ク ア ー ム １ ８ に 連 結 さ れ
か つ 第 １ ピ ボ ッ ト 連 結 部 ３ ６ （ 軸 E） に そ の 遠 位 端 を も っ て い る ;（ ２ ） 軸 Eで 第 １ セ グ メ
ン ト ２ ９ に 連 結 さ れ か つ 第 ２ ピ ボ ッ ト 連 結 部 ４ ４ に そ の 遠 位 端 を も つ 第 ２ セ グ メ ン ト ３ ７
;及 び （ ３ ） 第 ２ セ グ メ ン ト ３ ７ に 連 結 部 さ れ か つ 第 ３ ピ ボ ッ ト 連 結 部 ４ ６ に そ の 遠 位 端
を も つ 第 ３ セ グ メ ン ト ３ ８ を 含 む 。 図 １ で は 、 ま た 、 第 ３ セ グ メ ン ト ３ ８ は 図 １ 、 ２ に 示
さ れ る 如 く 、 第 ４ ピ ボ ッ ト 連 結 部 ４ ８ を も つ （ ４ ） 随 意 の 第 ４ セ グ メ ン ト ４ ０ に 連 結 さ れ
、 こ の セ グ メ ン ト に は も う １ つ の セ グ メ ン ト 又 は 備 品 を 連 結 す る こ と が で き る 。 （ 勿 論 、
リ ン ク ア ー ム １ ８ も ま た 多 － セ グ メ ン ト 構 成 の 二 次 ア ー ム 用 の “ ベ ー ス ” セ グ メ ン ト と 適
切 に 考 え る こ と が で き る 。 ）
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ２ は 別 の 実 施 例 の 二 次 ア ー ム ２ ２ ′ を 示 し 、 こ れ は ３ つ の セ グ メ ン ト 、 即 ち セ グ メ
ン ト ２ ９ 、 ３ ７ 及 び ４ ０ を も ち 、 セ グ メ ン ト ３ ８ は な い 。 図 １ ４ A乃 至 １ ４ Eで は 、 よ り 短
い 二 次 ア ー ム ２ ２ ′ は “ 短 ア ー ム ” と 称 さ れ 、 そ し て よ り 長 い ア ー ム ２ ２ は “ 長 ア ー ム ”
と 称 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 二 次 ア ー ム ２ ２ 、 ２ ２ ′ の 図 示 の 実 施 例 で は 、 比 較 的 短 い セ グ メ ン ト ４ ２ は 夫 々 セ グ メ
ン ト ３ ８ 又 は セ グ メ ン ト ４ ０ に 枢 着 さ れ て い る 。 終 端 セ グ メ ン ト ４ ２ は 図 １ ， ２ に 示 す 如
く 、 少 な く と も １ つ の 工 具 ホ ル ダ ー ３ ３ を 支 持 し て い る 。 も し 望 む な ら ば 、 こ の モ ジ ュ ー
ル 構 造 は 、 図 １ ２ に 示 す 如 く 、 第 ２ 工 具 ホ ル ダ ー ３ ３ を 追 加 す る こ と を 可 能 に す る 。 各 工
具 ホ ル ダ ー ３ ３ は 好 適 に は 、 終 端 セ グ メ ン ト ４ ２ に 対 し て 回 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 二 次 ア ー ム ２ ２ 、 ２ ２ ′ に 連 結 さ れ て い る の は 、 椅 子 シ ス テ ム ユ ニ ッ ト ４ ３ で あ り 、 こ
の ユ ニ ッ ト は 時 に は “ タ ッ チ パ ッ ド (touch pad)” と 称 さ れ る 。 図 示 の 実 施 例 で は 、 ア ク
セ ス と 観 察 を 容 易 な ら し め る た め に 、 制 御 ユ ニ ッ ト が 工 具 ホ ル ダ ー の 上 に 取 り 付 け ら れ る
。 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ３ は 開 業 医 が 例 え ば 椅 子 の 位 置 決 め を し 直 す こ と （ そ の 高 さ 及 び ／ 又 は
傾 斜 を 変 え る こ と ） 、 電 灯 及 び 痰 壷 を 操 作 す る こ と 、 及 び 色 々 な 他 の 補 助 シ ス テ ム を 制 御
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す る こ と を 含 む 命 令 を 入 力 で き る よ う に す る た め に 制 御 器 付 き の ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ イ
ス を も つ 。 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ３ は 好 適 に は 、 そ の 取 付 け 点 に 対 し て 回 動 で き て 、 そ れ を ユ ー
ザ ー に 向 け る こ と が で き る よ う に な し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ， ２ 及 び １ ２ か ら 分 か る よ う に 、 ピ ボ ッ ト 連 結 部 ３ ６ は 、 二 次 ア ー ム ２ ２ 、 ２ ２ ′
が リ ン ク ア ー ム ２ ８ と 一 次 ア ー ム ２ ０ よ り 上 の レ ベ ル で ほ ぼ 水 平 の 面 内 で 揺 動 で き る よ う
に な す 。 ピ ボ ッ ト 連 結 部 ４ ４ 、 ４ ６ 及 び ４ ８ は ほ ぼ 水 平 の 面 内 で 夫 々 の セ グ メ ン ト が 回 動
で き る よ う に 設 計 さ れ る 。 セ グ メ ン ト 間 で 垂 直 回 動 を 色 々 に 組 合 せ る こ と に よ り 、 二 次 ア
ー ム ２ ２ 、 ２ ２ ′ 及 び 特 に 工 具 ホ ル ダ ー ３ ３ の 如 き 任 意 に 取 り 付 け ら れ た 備 品 は ス ペ ー ス
内 で 望 み ど お り に 、 位 置 決 め す る こ と が で き る 。 二 次 ア ー ム ２ ２ 、 ２ ２ ′ は 上 昇 、 下 降 、
及 び 並 進 さ せ ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 軸 Cに お け る 第 １ セ グ メ ン ト ２ ９ と リ ン ク ア ー ム １ ８ 間 の 連 結 は 典 型 的 に は 、 あ ら ゆ る
回 動 を 許 さ な い 剛 性 連 結 と し て 配 列 さ れ る が 、 少 な く と も 若 干 の 回 動 を 許 す 非 剛 性 の 連 結
も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
操 作
　 操 作 を 説 明 す れ が 、 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム １ ０ は 図 １ （ 一 次 ア ー ム ２ ０ は 左 側 に あ る ） に
示 さ れ る 如 く 、 図 ２ （ 一 次 ア ー ム ２ ０ 右 側 に あ る ） に 示 さ れ る 如 く 、 又 は リ ン ク ア ー ム １
８ と 一 次 ア ー ム ２ ０ に よ っ て 許 さ れ る 範 囲 内 で 任 意 の 他 の 異 な っ た 位 置 で 示 さ れ る 如 く 配
列 さ れ る 。 典 型 的 に は 、 リ ン ク ア ー ム １ ８ は 椅 子 １ １ の 左 側 又 は 右 側 の 何 れ か に 向 か っ て
そ の 最 大 限 の 範 囲 ま で 、 即 ち 軸 Aに ほ ぼ 直 角 を な す よ う 外 方 に 延 び る よ う 回 動 さ せ ら れ る
。 リ ン ク ア ー ム １ ８ の 他 の 位 置 ま で の 回 動 は 勿 論 可 能 で あ る 。 概 略 平 面 図 で あ る 図 １ ４ C
を 参 照 す れ ば 、 リ ン ク ア ー ム は 椅 子 の 左 側 へ 回 さ れ て い る 状 態 で 示 さ れ て お り 、 一 次 ア ー
ム ２ ０ と 取 り 付 け ら れ て い る 備 品 は 椅 子 の 左 側 に 沿 っ て 延 び か つ 椅 子 と 助 手 の 間 に 位 置 決
め さ れ て い る 。 二 次 ア ー ム （ “ 長 ア ー ム ” ） も ま た 、 左 側 に 位 置 決 め さ れ て い る が 、 椅 子
の 頭 部 端 に 向 か っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 リ ン ク ア ー ム １ ８ を 長 手 方 向 軸 Aの 左 又 は 右 に 位 置 決 め す る こ と は 、 夫 々 一 次 ア ー ム ２
０ と 二 次 ア ー ム ２ ２ 又 は ２ ２ ′ 用 の 垂 直 ピ ボ ッ ト の 位 置 決 め を や り 直 し 、 そ れ に よ っ て ピ
ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト １ ６ の 位 置 を 補 正 し て ア ー ム を 椅 子 １ １ の 側 面 の よ り 近 く へ 揺 動 さ せ る
こ と で あ る 。 ア ー ム は 椅 子 １ １ の 側 面 の 近 く へ 位 置 決 め さ れ る の で 、 こ れ ら ア ー ム の 開 業
医 へ の 干 渉 は 少 な く な る 。 リ ン ク ア ー ム １ ８ は 長 手 方 向 軸 Aに 沿 っ て 椅 子 １ １ に 取 り 付 け
ら れ る の で 、 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム は 、 左 き き 又 は 右 き き の 歯 科 医 術 用 に 偏 ら さ れ ず 、 忙 し
い 業 務 で は 必 要 な こ と で あ る が 、 た と え 一 日 に 多 数 回 あ る に し て も 、 両 モ ー ド に 迅 速 に 適
合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム １ ０ が 使 用 さ れ る 場 合 の セ ッ テ ィ ン グ 次 第 で 、 一 次 ア ー ム ２ ０ は 椅
子 へ の 出 入 り の を 容 易 に す る 床 へ の ア ク セ ス を 患 者 に 提 供 す る た め に 外 方 へ 揺 動 さ せ る こ
と が で き る 。
　 二 次 ア ー ム ２ ２ 又 は ２ ２ ′ は 最 初 に 、 図 １ と ２ に 示 さ れ る 如 く 、 即 ち 例 え ば 患 者 が 椅 子
に 入 り そ し て 椅 子 か ら 出 る 間 に 、 邪 魔 に な ら な い 所 に 行 く よ う 外 方 へ 延 び る よ う に 配 列 さ
れ る 。 処 置 中 開 業 医 は ホ ル ダ ー ３ ３ 中 の 工 具 に 便 利 に ア ク セ ス で き る よ う か つ 他 の 備 品 と
の 干 渉 を 回 避 す る よ う 二 次 ア ー ム ２ ２ 又 は ２ ２ ′ を 必 要 に 応 じ て 位 置 決 め す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 歯 科 医 術 処 置 の ６ 個 の 異 な っ た ス タ イ ル に つ い て 、 開 業 医 の 位 置 に 対 し て 相 対 的 な 二 次
ア ー ム ２ ２ 、 ２ ２ ′ の 例 示 的 位 置 が 図 １ ４ A乃 14Ｆ に 概 略 示 さ れ て い る 。 図 １ ４ A乃 14Ｆ に
示 す 位 置 は 、 典 型 的 な 右 き き の 歯 科 医 に よ っ て 使 用 さ れ る も の で あ る 。 左 き き の 歯 科 医 用
の 対 応 す る 位 置 は 示 さ れ て い な い が 、 こ れ ら の 位 置 は 長 手 方 向 軸 に 対 し て 図 １ ４ A乃 14Ｆ
の 鏡 像 位 置 関 係 と な る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ４ Aは 長 い 二 次 ア ー ム を 、 即 ち ４ 個 の セ グ メ ン ト を も つ 二 次 ア ー ム ２ ２ を 示 し 、 そ
れ は い わ ゆ る 一 人 の 歯 科 医 の み に 関 係 す る “ ２ 手 使 用 の 間 接 的 ” 歯 科 業 務 用 に 位 置 決 め さ
れ る 。 図 示 の 如 く 、 歯 科 医 の 典 型 的 な 業 務 区 域 は 図 １ ４ に 示 さ れ 如 き も の で あ る （ 即 ち 約
１ ２ 時 か ら 約 ８ 時 ま で の 範 囲 内 に あ る ） 。 典 型 的 に は 、 長 い 二 次 ア ー ム ２ ２ は 歯 科 医 に 対
し て 長 手 方 向 軸 の 反 対 側 に 示 さ れ る よ う に 位 置 決 め さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ４ Bは 短 い 二 次 ア ー ム 、 即 ち ３ 個 の セ グ メ ン ト を も つ 二 次 ア ー ム ２ ２ ′ を 示 し 、 そ
れ は 一 人 の 歯 科 医 の み に 関 係 す る ２ 手 使 用 の 間 接 歯 科 業 務 用 に 位 置 決 め さ れ る 。 図 示 の 如
く 、 歯 科 医 の 典 型 的 な 業 務 区 域 は 図 示 の 如 き も の で あ る （ 即 ち 約 １ ２ 時 か ら 約 ７ 時 ま で の
範 囲 内 に あ る ） 。
　 図 １ ４ Cは 長 い 二 次 ア ー ム 、 即 ち 二 次 ア ー ム ２ ２ を 示 し 、 そ れ は 歯 科 医 と 、 こ こ で は 助
手 と 称 さ れ る も う 一 人 の 開 業 医 に 関 係 す る “ ４ 手 使 用 の 間 接 ” 歯 科 業 務 用 に 位 置 決 め さ れ
る 。 図 示 の 如 く 、 歯 科 医 の 典 型 的 な 業 務 区 域 は 図 示 の 通 り で あ る （ 即 ち 約 １ ２ 時 か ら 約 ８
時 ま で の 範 囲 内 に あ る ） 。 上 述 の 如 く 、 図 １ ４ Cは ま た 、 一 次 ア ー ム の 相 対 的 位 置 を 示 す
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ４ Dは 短 い 二 次 ア ー ム 、 即 ち 二 次 ア ー ム ２ ２ ′ を 示 し 、 そ れ は “ ４ 手 使 用 の 間 接 ”
歯 科 業 務 用 に 位 置 決 め さ れ る 。 図 示 の 如 く 、 歯 科 医 の 典 型 的 な 業 務 区 域 は 図 示 の 如 き も の
と な る （ 即 ち 約 １ ２ 時 か ら 約 ７ 時 ま で の 範 囲 内 に あ る ） 。
　 図 １ ４ Eと １ ４ Fは “ 二 手 使 用 の 直 接 ” 科 業 務 用 に 位 置 決 め さ れ た 長 い 二 次 ア ー ム ２ ２ と
短 い 二 次 ア ー ム ２ ２ ′ を 夫 々 示 す 。 図 示 の 如 く 、 歯 科 医 の 典 型 的 な 業 務 区 域 は 図 示 の 如 き
も の で あ る （ 即 ち 約 １ ０ 時 か ら 約 ７ 時 ま で の 範 囲 内 に あ る ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
構 造
　 図 示 の 実 施 例 で は 、 一 次 ア ー ム ２ ０ は 軸 Cと マ ス ト ２ ４ に 隣 接 し た そ の 遠 位 端 と の 間 に
実 質 的 な 横 長 さ を も ち 、 こ の 横 長 さ は 、 こ の 長 さ に 作 用 す る ア ー ム と マ ス ト 及 び 補 助 ハ ウ
ジ ン グ ２ ６ 、 電 灯 ２ ８ 、 及 び モ ニ タ ー ３ ０ 等 の 重 量 か ら か な り 大 き な モ ー メ ン ト を 生 じ る
こ と が で き る 。 図 示 の 実 施 例 で は 、 リ ン ク ア ー ム １ ８ と 一 次 ア ー ム ２ ０ は 各 々 、 不 必 要 に
重 量 を 増 す こ と な し に リ ン ク ア ー ム １ ８ と 一 次 ア ー ム ２ ０ の 曲 げ 及 び /又 は 捻 り に 対 す る
抵 抗 力 を 増 す 中 空 の 横 断 面 を も つ 。 図 ６ に 最 も 良 く 示 す 如 く 、 横 断 面 は よ り 広 い 平 ら な 上
面 と よ り 狭 い 丸 み 付 き の 下 面 を も つ 横 路 “ D” の 形 を も つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 リ ン ク ア ー ム １ ８ と 一 次 ア ー ム ２ ０ の 中 空 の 横 断 面 は 、 図 ４ に 概 略 示 す 如 く 、 導 管 ３ ４
が 内 部 の 開 放 区 域 を 通 る こ と を 可 能 に な し 、 こ の こ と は 導 管 が も つ れ 合 う の を 防 止 し か つ
よ り 審 美 的 な 外 観 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 示 の 実 施 例 の 二 次 ア ー ム ２ ２ 又 は ２ ２ ′ は 所 望 の 場 所 に 個 別 に 位 置 決 め さ れ る こ と が
で き か つ 再 び 位 置 決 め の や り 直 し を さ れ る ま で 指 定 位 置 に 留 ま る セ グ メ ン ト を も つ よ う 配
列 さ れ て い る 。 セ グ メ ン ト は 、 休 止 す る と き に セ グ メ ン ト を 所 定 位 置 に 保 つ の に 十 分 な 抵
抗 力 を 与 え る 平 行 四 辺 形 構 造 を 備 え る こ と が で き る 。 し か し 、 抵 抗 力 は 所 望 に 応 じ て セ グ
メ ン ト を 動 か す た め に ユ ー ザ ー に よ っ て 打 ち 負 か さ れ る こ と が で き る 。 １ つ 以 上 の セ グ メ
ン ト 又 は 、 工 具 ホ ル ダ ー ３ ３ の 如 き 取 り 付 け ら れ た 備 品 は 、 セ グ メ ン ト が 位 置 決 め の や り
直 し を さ れ る レ ベ ル に 実 質 上 留 ま る よ う 配 列 さ れ る 。 か か る 形 態 は 図 １ ３ の 分 解 図 の セ グ
メ ン ト に つ い て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 若 干 の 実 施 例 に お い て は 、 破 損 を 生 ぜ し め る こ と な く 、 ピ ボ ッ ト 接 合 部 に 若 干 の 範 囲 の
過 剰 回 動 を 許 す 構 造 を そ な え た １ つ 以 上 の セ グ メ ン ト を も つ の が 望 ま し い 。 実 施 例 の 構 造
は セ グ メ ン ト ４ ０ に つ い て 図 １ ３ に 示 さ れ て い る 。 １ 対 の ロ ッ ド 半 体 ９ ７ 、 ９ ８ が 、 正 規
の 条 件 下 で ロ ッ ド 半 体 の 内 面 の 夫 々 の 横 面 間 に 長 手 方 向 間 隙 を 維 持 す る よ う に ば ね と 一 緒
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に 組 立 て ら れ る 。 も し セ グ メ ン ト ４ ０ が そ の 正 規 の 回 動 範 囲 を 越 え て 回 動 す れ ば 、 ロ ッ ド
半 体 ９ ７ 、 ９ ８ は 、 横 面 が 接 触 す る ま で お 互 い に 相 対 的 に 摺 動 す る こ と が で き 、 従 っ て ロ
ッ ド 半 体 ９ ７ ， ９ ８ を 曲 げ る こ と な く 或 る 過 剰 の 回 動 範 囲 を 与 え る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ５ は 図 示 の 実 施 例 の ピ ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト １ ６ の 斜 視 図 で あ る 。 ピ ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト １
６ は モ ニ タ リ ン グ 開 口 部 ５ ０ （ そ の ２ つ が 図 ５ に 示 さ れ て て い る ） と 、 ピ ボ ッ ト ボ ル ト ５
２ （ 図 ４ ） 又 は ピ ボ ッ ト ピ ン の 如 き ピ ボ ッ ト 部 材 を 受 け 入 れ る た め の ピ ボ ッ ト 開 口 部 ５ １
と を も つ 。 ピ ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト １ ６ は 図 示 の 如 き 単 一 の 部 片 と し て 、 又 は 複 数 の 部 片 と し
て 形 成 す る こ と が で き る 。 ピ ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト １ ６ は ま た 、 該 組 立 体 の 傾 斜 を 調 節 す る の
を 助 け る た め の 水 準 儀 ５ ５ を も つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ６ は リ ン ク ア ー ム １ ８ の 斜 視 図 で あ る 。 図 示 の 実 施 例 で は 、 リ ン ク ア ー ム １ ８ は 約 ８
イ ン チ の 長 さ を も ち 、 こ の 長 さ は 、 多 く の 応 用 例 で 長 手 方 向 軸 Aの 左 方 又 は 右 方 に 揺 動 す
る と き に 、 椅 子 １ １ の 両 側 に 沿 っ て ア ー ム ２ ０ 、 ２ ２ を 位 置 決 め 直 し す る の に 十 分 で あ る
。 勿 論 、 他 の 応 用 例 は リ ン ク ア ー ム １ ８ が 異 な っ た 長 さ に 寸 法 直 し さ れ る こ と を 必 要 と す
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ７ ， ８ は 夫 々 、 第 １ セ グ メ ン ト ２ ９ （ 軸 D） の 補 助 ピ ボ ッ ト 連 結 部 ３ １ で 枢 着 さ れ る
第 １ 部 品 ５ ４ と 第 ２ 部 品 ５ ６ の 斜 視 図 で あ る 。 例 え ば 、 第 １ 部 品 ５ ４ は 図 ８ の 第 ２ 部 品 に
関 し て 、 破 線 で 示 さ れ て い る 。 第 ２ 部 品 ５ ６ は そ の 上 面 に 突 出 部 ５ ６ を も つ 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ９ は セ グ メ ン ト ３ ７ の 上 面 図 で あ る 。 図 示 の 実 施 例 で は 、 セ グ メ ン ト ３ ７ は 、 図 示 の
如 き 突 出 部 ５ ８ を 受 け 入 れ る 溝 ６ ０ に よ っ て 限 定 さ れ る 約 ２ ０ ０ ° の 第 ２ 部 品 ５ ６ （ 破 線
で 示 さ れ る ） に 相 対 的 な 回 動 範 囲 Fを も つ も の と し て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
 図 １ ０ 、 １ １ は セ グ メ ン ト ３ ７ の 横 断 面 を 示 す 。 図 示 の 如 く 、 セ グ メ ン ト ３ ７ は そ の 端
か ら 離 れ た 箇 所 に ほ ぼ 楕 円 形 の 中 空 横 断 面 を も つ 。 二 次 ア ー ム ２ ２ 、 ２ ２ ′ の 他 方 の セ グ
メ ン ト ３ ８ 、 ４ ０ は 同 様 の 横 断 面 を も つ 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ピ ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト １ ６ 、 リ ン ク ア ー ム １ ８ 及 び ア ー ム ２ ０ 、 ２ ２ 、 ２ ２ ′ は 任 意 の 適
当 な 材 料 か ら 作 る こ と が で き る 。 例 え ば こ れ ら の 部 品 は 必 要 に 応 じ て 、 鋳 造 さ れ 、 次 い で
機 械 加 工 及 び ／ 又 は 適 当 な 表 面 処 理 を さ れ る こ と が で き る 。 種 々 の ピ ボ ッ ト 連 結 は ボ ル ト
で 、 例 え ば ピ ボ ッ ト ボ ル ト ５ ２ 、 ピ ン 、 軸 受 、 座 金 、 及 び ／ 又 は 定 着 を す る が 回 動 可 能 に
連 結 す る の に 適 し て い る 他 の 機 材 の 如 き も の で な さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 全 体 的 に み れ ば 、 該 シ ス テ ム は 、 ア ー ム の 形 態 が 、 例 え ば 長 い 二 次 ア ー ム 又 は 短 い 二 次
ア ー ム 、 一 次 ア ー ム に よ っ て 支 持 さ れ る こ と が で き る 備 品 の 種 々 の ア イ テ ム 、 工 具 ホ ル ダ
ー の 数 等 の 選 択 に よ っ て 、 個 々 の 要 求 に 適 合 す る こ と が で き る の で 、 高 度 な モ ジ ュ ー ル 型
式 の も の と な る 。 一 旦 、 設 置 さ れ る と 、 軸 線 上 に 据 え 付 け る 形 態 と 回 動 可 能 の 備 品 の 据 え
付 け と に よ り 、 右 き き と 左 き き の 開 業 医 に よ る 使 用 の 間 の 転 換 並 び に 、 異 な っ た 業 務 ス タ
イ ル の 間 の 転 換 が 容 易 に な る 。 二 次 ア ー ム は 広 範 囲 の 動 き を 提 供 し 、 備 品 の 位 置 決 め に よ
り 大 き い 融 通 性 を 与 え る 自 由 度 を 何 倍 に も 大 き く す る 。 ア ー ム と 他 の 備 品 の 構 造 は 頑 丈 で
、 審 美 的 外 見 を も つ 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 は 幾 つ か の 好 適 実 施 例 の 細 部 に つ い て 開 示 し た が 、 こ の 開 示 は 例 示 に す ぎ ず 、 構
成 の 限 定 を 意 味 す る も の で は な く 、 本 発 明 は 発 明 の 精 神 及 び 請 求 の 範 囲 内 で 種 々 に 変 更 が
可 能 で あ る こ と は 当 業 者 に は 容 易 に 理 解 で き る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 高 さ 調 節 可 能 の 歯 科 用 椅 子 と 椅 子 シ ス テ ム の 後 部 側 に 枢 着 さ れ た ア ー ム 組 立 体 を
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示 す 代 表 的 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム の 左 側 斜 視 図 で あ り 、 ア ー ム 組 立 体 が リ ン ク ア ー ム と 一 次
と 二 次 の 備 品 支 持 ア ー ム を も っ て い る 構 成 を 示 す 。
【 図 ２ 】 リ ン ク ア ー ム が 歯 科 用 椅 子 の 左 側 か ら 右 側 へ ほ ぼ 水 平 面 内 で 回 さ れ て い る こ と を
除 い て は 、 図 １ の 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム の 右 側 斜 視 図 で あ り 、 一 次 ア ー ム が 椅 子 の 右 側 と 後
方 へ 突 出 し て い る 二 次 ア ー ム に 沿 う よ う に 回 さ れ て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ピ ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト 、 取 り 付 け ら れ た リ ン ク ア ー ム 、 取 付 け ら れ た 一 次 支 持 ア ー
ム の 一 部 、 取 り 付 け ら れ た 二 次 支 持 ア ー ム の 一 部 を 示 す ア ー ム 組 立 体 の 一 部 の 拡 大 部 分 斜
視 図 で あ り 、 上 記 取 り 付 け ら れ た 二 次 支 持 ア ー ム の 一 部 が リ ン ク ア ー ム に 取 り 付 け ら れ た
マ ニ ホ ル ド に 対 し て 垂 直 上 方 に 回 さ れ て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ア ー ム 組 立 体 の 一 部 の 立 面 断 面 図 で あ り 、 ピ ボ ッ ト 連 結 部 、 リ ン ク ア ー ム 、 一 次
支 持 ア ー ム の 一 部 、 リ ン ク ア ー ム 上 の マ ニ ホ ル ド に 関 し て ２ 位 置 に あ る 二 次 支 持 ア ー ム の
一 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ア ー ム 組 立 体 を 歯 科 用 椅 子 組 立 体 の 一 部 に 取 付 け る た め の ピ ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト を
示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の リ ン ク ア ー ム の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 二 次 ア ー ム の 第 １ セ グ メ ン ト の 第 １ 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 二 次 ア ー ム の 第 １ セ グ メ ン ト の 第 ２ 部 分 の 斜 視 図 で 、 更 に 水 平 ピ ボ ッ ト 軸 Dに 接
合 さ れ た 図 ７ の 第 １ 部 分 を 破 線 で 示 し て い る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ セ グ メ ン ト を 回 動 さ せ る こ と が で き る 種 々 の 位 置 を 示 す 二 次 ア ー ム の 第 ２ セ
グ メ ン ト の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 線  10－ 10 に 沿 っ て と っ た 図 ９ の 第 ２ セ グ メ ン ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 線  11－ 11に 沿 っ て と っ た 図 ９ の 第 ２ セ グ メ ン ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 二 次 支 持 ア ー ム の 別 の 実 施 例 を 示 す 点 を 除 け ば 、 図 １ に 類 似 の 代 表 的 歯 科 用 椅
子 シ ス テ ム の 左 側 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ の 二 次 ア ー ム の 構 造 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 （ A）  後 ろ に 倒 さ れ た 歯 科 用 椅 子 と 1人 の 歯 科 医 と 二 次 ア ー ム の 相 対 的 位 置 の
１ つ を 示 す 概 略 図 で あ る 。 （ B） 後 ろ に 倒 さ れ た 歯 科 用 椅 子 と 1人 の 歯 科 医 と 二 次 ア ー ム の
相 対 的 位 置 の 他 の １ つ を 示 す 概 略 図 で あ る 。 （ C） 後 ろ に 倒 さ れ た 歯 科 用 椅 子 と ２ 人 の 歯
科 医 と 二 次 ア ー ム の 相 対 的 位 置 の 他 の １ つ を 示 す 概 略 図 で あ る 。 （ D） 後 ろ に 倒 さ れ た 歯
科 用 椅 子 と ２ 人 の 歯 科 医 と 二 次 ア ー ム の 相 対 的 位 置 の 他 の １ つ を 示 す 概 略 図 で あ る 。 （ E
） 後 ろ に 倒 さ れ た 歯 科 用 椅 子 と 1人 の 歯 科 医 と 二 次 ア ー ム の 相 対 的 位 置 の 他 の １ つ を 示 す
概 略 図 で あ る 。 （ F） 後 ろ に 倒 さ れ た 歯 科 用 椅 子 と 1人 の 歯 科 医 と 二 次 ア ー ム の 相 対 的 位 置
の 他 の １ つ を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 １ ０ 　 歯 科 用 椅 子 シ ス テ ム
　 １ １ 　 歯 科 用 椅 子
　 １ ２ 　 ベ ー ス
　 １ ４ 　 支 持 部 分
　 １ ６ 　 主 ピ ボ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト
　 １ ８ 　 リ ン ク ア ー ム
　 ２ ０ 　 主 又 は 一 次 ア ー ム
　 ２ ２ 　 二 次 ア ー ム
　 ２ ３ 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ２ ４ 　 マ ス ト
　 ２ ９ 　 第 １ セ グ メ ン ト
　 ３ ０ 　 モ ニ タ ー
　 ３ ２ 　 マ ニ ホ ル ド
　 ３ ７ 　 第 ２ セ グ メ ン ト
　 ３ ８ 　 第 ３ セ グ メ ン ト
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　 ４ ０ 　 第 ４ セ グ メ ン ト
　 ４ ３ 　 制 御 ユ ニ ッ ト

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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